
芦生の森自然観察会の勧め

                      自然学講座世話役 田中 克

今年度最後の国内自然観察会が 10 月下旬と 11 月上旬に芦生の森で開催されます。

今年度の自然学講座では、福島先生の森林域における水の循環、谷先生の林業再生への

多面的取り組み、久山先生の身近な森での子供たちの環境教育、仁科先生の森の超高周

波環境音の効用、堀野先生の鹿の増加と森林保全など、森に関する多様な問題について

の講義が行われました。このような講座での学びを、現場での体験を通じて深め、また、

森のかけがえのない大切さを改めて体感していただく身近な自然観察会として「芦生の

森自然観察会」が計画されました。

芦生の森は、関西大都市圏に近接した位置にありながら、今なお原生的な自然林が維

持されている類まれな存在です。芦生の森の奥に源を発した由良川は丹後海に流れ込み、

若狭湾の生物生産に深く関わります。一方、芦生の森は、日本海で蒸発した水蒸気に由

来する大量の雨や雪によって育成される存在です。多くの皆さんが、芦生の森自然観察

会に参加され、森の中のハイパーソニック・サウンドを存分に浴びて心身の洗濯をされ、

森の存在、森を支える海の存在、そして、海と森を巡るすべての命の源水の恵みに感謝

する“つながりの価値観”に思いを馳せる機会にしていただけばと思います。

自然学講座の後半には、由良川流域の自然と文化に関するプロジェクト（略称木文化

プロジェクト）を取り仕切られた京大フィールド研の吉岡先生、芦生研究林の林長を務

めておられる伊勢先生の講義が予定されています。芦生の森自然観察会はそれらの講義

の“現地予習”的な意味もあり、一層理解を深めるでも大切なものと期待されます。多

くの受講生の皆様のご参加を願っております。



地球環境「自然学」講座

■　実施日： 一回目 2015年　10月19日（月）～10月20日（火）　

二回目 2015年　11月　9日（月）～11月10日（火）　

■   募集方法・・・・・・募集要項を検討頂き、下記の二通りの応募方法で提出して下さい。

　　　　　　①  講座日提出・・・・・９月２６日講座開始時までに申込書をスタッフに提出。

　　　　　　②  スタッフの田中までに電話　TEL（０９０－６９８８-７８９９）・・・９月２６日（土）１３：００時までに

■    募集人員 各回２５名（スタッフ含む）　各回20名に満たないときは中止します。

　当日欠席の方はスタッフが代わって抽選します。

■    集　合 京都駅八条口、新都ホテル前　　　９時３０分出発（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ）

■　行　　程：

1日目 京都駅前出発　9:30　→11:30美山　かやぶきの里（昼食・およびガイドさんによる案内　約3時間　）

　　→　ハイキング約1時間（川沿いの道を約2キロ）　→　河鹿荘　

二日目 宿→９：００　　芦生の森ネイチャートレッキング：１０月は上谷コース、１１月は下谷コースを予定　

（その時期にもっともお勧めのコースとするため変更もあり）　→　河鹿荘

河鹿荘出発　１６：００　→　　京都駅着　１８：００　解散

■     参加費：　予定　２３,０００円　（2日間の昼食代含む。　参加人員によって多少の変動がある事をご了解下さい。）

■　お問合せ先：　田中　和江　　電話/ＦＡＸ：072-850-1061、　携帯電話：090-6988-7899

Eﾒｰﾙ；kazue1061@yahoo.co.jp

フリガナ

氏名

電話

携帯

Ｅメール

参加希望（〇印を記入）

一回目（１０月１９・２０日）

二回目（１１月９・１０日）

どちらでも可

　　　　　　　　　　　　　田中　克　京都大学名誉教授指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１５年８月２２日

「美山かやぶきの里・芦生の森」　　自然観察会のご案内

※参加希望者が多数の場合は、９月２６日講座終了後に抽選で決定とさせていただきます。

＊夜はジビエ料理：京都の美濃吉調理総支配人監修のもと、和食として美味しく戴けるよう創られておりま
す。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　　切り取り線　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

芦生自然観察会 参加申込書　　【９月２６日（土）１３：００　締切　】　 

 秋の美山の里を巡り、芦生の森の自然に浸っていただく観察会です。今年度、自然学講座の森に関する多様
な講義での学びを、深めていただける機会となることを願っています。 
 田中克先生より推薦のおことば、「芦生の森自然観察会のお勧め」をいただきました。あらためて芦生の森を体
験・ 体感したいという思いを強くされることでしょう。 
 初日は、「かやぶきの里」を当地のガイドさんの案内で見学後、由良川に沿って河鹿荘まで散策しながら歩きま
す。夕食では、今や害獣の代表となった鹿を、和風ジビエ料理（狩猟によって、食材として捕獲された野生の鳥
獣肉料理）で味わいます。  
 2日目は、当初、芦生研究林の職員の方の案内をお願いする予定でしたが、今年度より、研究林職員によるガ
イドなどのサービスは、大学・研究機関のみに制限されたため、現地のネイチャーガイドさんにお願いすることに
なりました。初秋そして、秋真っ盛りの美山の里、芦生の森をお楽しみいただけることと思います。その時期に最
もお勧めなコースをご案内するということで、１回目・上谷コース、２回目・下谷コースと、行程が異なることを想定


